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昭島市シルバー人材センター

令和３年春季号 令和３年4月15日発行シルバーあきしま

	 767人	 329人	1,096人（令和3年２月22日現在）

No.173

イラスト：ふくだ たけし会員
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令
和
３
年

１
月
27
日
、
午

後
２
時
か
ら

４
時
ま
で
、

フ
ォ
レ
ス
ト
・

イ
ン
昭
和
館

９
階「
眺
林
」に
て
、
主
催
は
東
京
し
ご
と
財
団
、

共
催
は
東
京
都
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
で
あ
る
東
京
し
ご
と
財
団
の
組
織
に
都

内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
58
団
体（
市
区
町

村
）
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
７
地
域
に
グ
ル
ー
プ

化
さ
れ
て
お
り
、
当
昭
島
市
は
第
６
地
域
に
な

り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
シ
ル
バ
ー
応
援
フ
ェ
ス
タ
」

は
全
７
地
域
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
４
箇
所

目
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
幹
事
役

は
持
ち
回
り
で
あ
り
、今
回
は
昭
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た

め
の
緊
急
事
態
宣
言
下（
１
/
８
～
２
/
７
）
で

の
開
催
が
妥
当
な
の
か
?
得
体
の
知
れ
な
い
一

年
前
と
は
違
い
、
公
共
施
設
の
利
用
・
使
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
会
場
施
設
な
ど
の
徹
底

し
た
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

対
象
で
あ
る
60
歳
以
上（
第
６
地
域
内
の
こ

れ
か
ら
シ
ル
バ
ー
に
な
る
人
）
で
未
入
会
の
方

が
定
員
70
名
中
65
名（
昭
島
市
在
住
者
は
45
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
「
地
域
で
イ
キ
イ

キ
!
働
い
て
ワ
ク
ワ
ク
!
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
ど
う
い
う
団
体

な
の
か
?
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
未
入
会

の
方
を
対
象
に
広
く
周
知
し
、
認
知
し
て
い
た

だ
き
、
入
会
に
つ
な
げ
る
た
め
の
広
報
活
動
で

す
。イ

ベ
ン
ト
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
新
聞
折

込
み
や
市
内
全
戸
配
布
を
し
、
ま
た
公
共
施
設

な
ど
に
は
案
内
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
し
て
周
知

さ
れ
ま
し
た
。
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー

を
ど
こ
か
で

ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多

い
と
思
い
ま

す
。（
メ
イ

ン
ゲ
ス
ト
で

あ
る
歌
手
で

あ
り
俳
優
の

あ
べ 

静
江

さ
ん
の
写
真

が
載
っ
て
い

る
イ
ベ
ン
ト

案
内
で
す
）

第11回定時総会
開催のお知らせ

場　所

日　時　6月１８日(金)  午後2時

会員皆さまのパワーが次なる飛躍への原動力となります！！
当日は人が密集する状態になる恐れや、新型コロナウイルス感染症への危惧もござい

ます。皆さまの健康と安全を最優先としていただき、委任状または議決権行使書をご活
用の上、感染症拡大防止対策へのご協力をお願いいたします。

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
!

「
こ
れ
か
ら
シ
ル
バ
ー
応
援
フ
ェ
ス
タ
」

KOTORI ホール
（昭島市民会館）大ホール

令和３年4月15日発行シルバーあきしま
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イ
ベ
ン
ト

は
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
で
当
セ
ン

タ
ー
の
藤
橋
理

事
に
よ
る
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
っ
た
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
か

ら
は
じ
ま
り
、

理
念
で
あ
る

「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」、

主
な
仕
事
の
内
容
、
会
員
に
な
る
ま
で
の
手
続

き
方
法
な
ど
、
や
る
気
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
、

仕
事
を
通
じ
て
楽
し
く
続
け
て
い
け
る
場
所
で

あ
る
こ
と
等
々
、
分
か
り
や
す
く
テ
キ
パ
キ
と

し
た
説
明
で
進
行
さ
れ
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の

当
セ
ン
タ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
銀

太
郎
」（
銀
と
シ
ル
バ
ー
を
掛
け
た
）
の
紹
介
で
、

微
笑
ま
し
い
場
面
も
は
さ
み
、昭
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
代
表
し
て
の
重
責
も
十
二
分

に
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
あ
べ
静
江
さ
ん
の
講
演
は
「
人
生

楽
し
く
生
き
な
き
ゃ
そ
ん
だ
も
ん
!
」。
お
題
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
先
ず
は
一
曲「
み
ず
い
ろ
の

手
紙
」を
披
露
。
今
年
古
希
に
な
ら
れ
る
そ
う
で
、

60
歳
最
後
の
年
に
体
に
変
調
を
来
た
し
た
そ
う

で
す
。
な
か
な
か
聞
け
な
い
リ
ア
ル
な
体
験
談

と
ご
自
身
の
体
を
電
化
製
品
に
例
え
、
長
年
に

亘
り
使
っ
て
い
れ
ば
、
経
年
劣
化
に
よ
る
故
障

も
発
生
、
部
品
の
交
換
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
う
い
う
年
頃
に
な
っ
た
と
い
う
自
覚
な
ど
の

近
況
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
終
わ
り
に
際
し
て
、
ご

自
身
が
毎
日
し
て
い
る
と
い
う
体
操
を
披
露
し

て
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
会
場
入
り
口
の
外
に
用

意
さ
れ
た
体
力
測
定
広
場
で
、
機
器
に
よ
る
骨

密
度
や
血
管
健
康
測
定
、
体
を
動
か
し
て
の
筋

力
測
定
な
ど
を
体
験
後
、
質
問
な
ど
を
受
け
る

た
め
の
当
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
に
は
多
数
の
方

が
立
ち
寄
ら
れ
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
や
入
会

方
法
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
光
富
会
長
他
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
自
転
車

管
理
班
、
学
校
管
理
班
の
年
齢
制
限
の
撤
廃

に
つ
き
、
自
転
車
管
理
班
と
学
校
管
理
班
の

意
向
お
よ
び
会
員
の
就
業
希
望
の
低
迷
に
か

ん
が
み
、
令
和
２
年
度
２
月
で
就
業
基
準
の

年
齢
制
限
を
改
め
ま
し
た
。

・
自
転
車
管
理
班

現
行
定
め
る
年
齢
制
限
は
、
78
歳
に
達
し

た
年
の
年
度
末
日
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を

改
め
自
転
車
管
理
班
、
内
規
等
で
定
め
て
い

ま
す
。

・
学
校
管
理
班

現
行
定
め
る
年
齢
制
限
は
、
77
歳
に
達
し

た
年
の
年
度
末
日
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を

改
め
学
校
管
理
班
、
内
規
等
で
定
め
て
い
き

ま
す
。

な
お
、
新
規
お
よ
び
再
度
就
業
者
が
受
け

ら
れ
る
選
考
会
の
条
件
で
あ
る
年
齢
も
撤
廃

と
な
り
ま
す
。（
自
転
車
管
理
班
、
学
校
管
理

班
と
青
パ
ト
広
報
班
共
通
）

就
業
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

（
自
転
車
管
理
班
・
学
校
管
理
班
）

令和３年春季号 シルバーあきしま
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１
月
定
例
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）

理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
、
書
面
で
議
決
を
行
う
「
み
な
し
決
議
」

の
手
続
き
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
理
事
か
ら
は
同
意
書
、

監
事
か
ら
は
確
認
書
が
返
送
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く
、

１
月
分
理
事
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
14
名
、
女
性
３

名
計
17
名
）

・
就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
14
件
、
延

21
名
）

・
議
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
「
み
な
し
決

議
」
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
を
令
和
３

年
１
月
25
日
と
す
る
件
に
つ
い
て

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
総
務
部
会
よ
り
学
校
管
理
班
、
自
転
車
管
理
班
お
よ

び
青
パ
ト
広
報
班
の
年
齢
制
限
の
撤
廃
に
つ
き
、

現
行
定
め
る
制
限
年
齢
で
の
契
約
更
新
時
以
降
の

対
象
者
の
健
康
、
体
力
、
就
業
意
欲
、
協
調
性
等

の
審
査
を
十
分
行
い
、
そ
の
後
の
管
理
方
法
を
整

備
し
た
う
え
で
、
就
業
基
準
の
関
係
条
文
を
改
め

る
こ
と
と
す
る
（
青
パ
ト
広
報
班
に
つ
い
て
は
内

規
を
整
備
す
る
。
）
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
青
パ
ト
広
報
班
よ
り
年
齢
制
限
を
定
め
た
内
規

を
削
除
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

２
月
定
例
理
事
会
（
２
月
22
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
７
名
、
女
性
４

名
計
11
名
）
の
入
会
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
就
業
基
準
の
一
部
（
年
齢
制
限
を
設
定
す
る
職
種
お

よ
び
年
齢
の
、
学
校
施
設
管
理　

77
歳
と
自
転
車

管
理
等
施
設
管
理　

78
歳
の
削
除
）
改
正
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
安
全
管
理
委
員
会
よ
り
令
和
２
年
度
第
２
回
安
全
就

業
巡
回
点
検
を
２
月
９
・
10
日
に
自
転
車
管
理
班

等
を
対
象
に
行
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
広
報
委
員
会
よ
り
、
「
会
報
い
ず
み
令
和
３
年
春
季

号
」
の
企
画
と
編
集
会
議
を
開
い
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
P
R
号
を
発
行
す
る

と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

・
自
転
車
管
理
班
リ
ー
ダ
ー
会
議
よ
り
内
規
の
改
正

（
年
齢
制
限
の
関
係
）
を
行
う
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

・
学
校
管
理
班
の
班
長
・
グ
ル
ー
プ
長
会
議
よ
り
77
歳

を
超
え
た
就
業
に
対
し
て
、
毎
年
適
性
を
確
認
し

な
が
ら
の
運
用
が
承
認
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
（
選
考
会
の
年
齢
条
件
も
撤
廃
す
る
）

理
事
会
だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
で
受
注
し
て
い
る
学
校
管
理
業
務

は
市
内
公
立
小
中
学
校
19
校
で
就
業
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
学
校
管
理
の
業
務
は
早
朝
と
夜
間
の

業
務
が
あ
り
、
そ
の
全
て
を
男
性
会
員
が
一
人

で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
業
務
を
分

け
、
こ
こ
で
早
朝
管
理
に
特
定
し
た
業
務
が
誕

生
し
、
女
性
初
の
会
員
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
夜
間
・
休
日
の
学
校
管
理
業
務
も
女
性

の
就
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

後
日
、
ご
本
人
の
お
声
が
お
届
け
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
、
皆
さ

ま
へ
就
業
案
内
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
ご
興
味

の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
校
管
理
業
務
に
女
性
も

就
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

令
和
３
年
度
年
度
会
費
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

４
月
、
５
月
に
２
、８
０
０
円
を
超
え
る
就
業

実
績
の
あ
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
年
度
会
費
等

（
２
、８
０
０
円
）
を
控
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
な
お
、
配
分
金

が
２
、８
０
０
円
以
下
の
方
、
も
し
く
は
仕
事
を

し
て
い
な
い
方
は
、
６
月
中
に
年
度
会
費
等
の

納
入
通
知
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
そ
の
納
入

通
知
書
を
持
っ
て
、
６
月
末
ま
で
に
セ
ン
タ
ー

指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
も
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局

で
年
度
会
費
等
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和３年4月15日発行シルバーあきしま
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ご
注
意
く
だ
さ
い
!
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

北
信
号
（
奥
多
摩
街
道
沿
い
）
の
事
故

安
全
管
理
委
員
会

会
員
の
皆
さ
ま
は
、
毎
月
の
就
業
報
告
書
の
提

出
や
、
会
議
等
で
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
た
だ
く
機

会
が
何
か
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
セ
ン

タ
ー
へ
自
転
車
等
で
来
る
時
に
多
く
の
方
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
北
信
号（
奥
多
摩
街
道
沿

い
）
を
渡
っ
て
来
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
へ
来
る
た
め
に
そ
の
信
号
を
渡
る
時
、

横
断
歩
道
の
な
い
、
東
側
か
ら
渡
っ
て
い
ま
せ
ん

か
?
東
側
か
ら
だ
と
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
出
て
く
る

車
も
見
え
づ
ら
く
、
大
変
危
険
で
す
!
以
前
か
ら

度
々
事
故
が
起
き
て
お
り
、
つ
い
最
近
も
１
件
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
信
号

を
渡
る
時
は
、
必
ず
横
断
歩
道

を
渡
り
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
帰
る

時
も
車
道
左
側
を
通
行
し
、
歩

行
者
の
信
号
が
青
で
も
飛
び

出
さ
ず
、
一
旦
停
止
を
し
て
く

だ
さ
い
。
信
号
無
視
の
自
転
車

等
が
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
坂

を
駆
け
降
り
て
く
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る

時
は
、「
相
手
が
止
ま
る
だ
ろ

う
」
な
ど
と
容
易
に
思
い
込
ま

ず
、
自
分
の
目
で
し
っ
か
り
安

全
確
認
を
行
い
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ　
「
危
険
予
知
に
つ
い
て
」

令
和
３
年
度
東
京
し
ご
と
財
団
の
安
全
就
業

標
語
募
集
に
は
、
応
募
者
13
名
か
ら
35
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
安
全
管
理
委
員
会
で
は
以
下
の

３
作
品
を
選
出
し
、
東
京
し
ご
と
財
団
へ
推
薦
し

ま
し
た
。

お
こ
た
る
な　

わ
が
身
を
守
る　

危
険
予
知

緑
町　
　

戸
田　
　

治
夫

経
験
を　

今
こ
そ
生
か
せ　

危
険
予
知

玉
川
町　

佐
久
間　

弘
二

大
丈
夫
と　

思
う
あ
な
た
の　

体
力
低
下

朝
日
町　

佐
々
木　

省
吾

福
島
町　

大
矢　

敬
一

一
月
に
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
、
大
人
も

子
ど
も
も
生
活
様
式
が
変
わ
っ
て
心
身
へ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
コ
ロ
ナ
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も

ケ
ア
を
し
て
や
り
た
い
。
通
学
路
パ
ト
ロ
ー
ル

見
守
り
か
ら
校
門
で
の
見
守
り
に
会
員
の
意
見

で
切
り
変
え
ま
し
た
。

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

一
人
ず
つ
正
門
と
裏
門
に
立
つ
こ
と
に
し
ま
し

た
。挨

拶
は
、
肘
挨
拶
で
子
ど
も
達
と
交
わ
す
と

喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
又
声
掛
は
「
い
か
の

お
す
し
」
は
ど
ん
な
意
味
か
、
お
じ
さ
ん
に
教

え
て
く
れ
な
い
？
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
Ｃ
を
と
っ
た
ら
な

ん
に
な
る
と
か
・
・
・
。

子
ど
も
達
を
明
る
い

気
持
に
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

活
動
し
て
く
だ
さ
る

仲
間
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。明

日
も
報
恩
感
謝
で

が
ん
ば
ろ
う
。

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年
度
安
全
就
業
標
語
決
定

東
京
し
ご
と
財
団

「
コ
ロ
ナ
禍
の
今
」（

富
士
見
丘
小
学
校
編
）

パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

令和３年春季号 シルバーあきしま

東側 センター側
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就業体験記
今回は当センターに多くの仕事を依頼していただいている昭島ガス（株）の廃棄物処理業務

と検針業務及び清掃業務に従事されている3人の方にそれぞれの就業体験をお寄せいただき
ました。

なお、現場写真の撮影等にご協力いただきました昭島ガス（株）に厚くお礼申し上げます。

◎昭島ガス廃棄物処理業務◎� 郷地町　田羽田　正恒
私は現在、市の東に位置する元立川基地の跡地で、小鳥たちがさえずり緑豊かな、もくせい

の杜という町にある昭島ガス（株）の構内で、廃棄物処理業務に従事しています。
業務は私と、もう一人の男性の二人で、原則として毎週三日（月水金の午前中）行っています。
内容は、はじめにガス会社が引き取った事業所（会社等）や各家庭から出た使用済みのガス器

具を構内で分解し、更にゴム、ビニール、プラスチック類に分別してコンテナに積み込む作業
があります。

次に、ガス器具等の梱包材として使用された段ボールや紙類の仕分けと積み込み作業をし、
事務所に連絡の後、作業場所の清掃を行います。

更に作業時間の残りを活用して構内の除草も行っています。寒い
日や暑い日もありますが健康に留意して頑張っています。先日も会
社の方から感謝の言葉をいただき「体に気をつけてください」と励
まされました。

余談になりますが、昨年の春ごろから作業場に狸が出て皆で追い
払う対策をしたり、除草作業中にモズがミミズを取りに来て、今で
は私たちにも慣れるなど心が癒されることもあります。皆さんの職
場はいかがでしょう。
また、お伝えすることが出来ましたらご報告します。

◎昭島ガス検針業務◎ 中神町　田中　敏秀
私は現在、シルバー人材センターの仕事として昭島ガスの検針業務に従事しています。
業務の内容は、担当地区の事業所（事務所、店舗等）や一般住宅と

集合住宅のガスメーターの検針業務で、実施件数は、毎月4日間で約
800件です。

業務を行うに当たり、私が日頃から心がけていることは、検針時に
メーターの読み違いをしないことと日頃から健康管理に努め、業務
を休まないことです。このことは、シルバー人材センターの会員とな
る以前の前職からの一貫した私のモットーです。

これからも安全第一で、お客様本位の信頼関係を築いていけるよ
う精励してまいります。

◎昭島ガス清掃業務◎ 玉川町　山﨑　敏代
私は現在、昭島ガス（株）の社屋等の清掃業務に就いています。
業務は原則として、毎週水曜日と木曜日の 2日間です。始めのころ

は清掃するところが何か所もあり、覚えるのが大変でした。今はコロ
ナ禍にあって、大変なことが多くありますが頑張っています。

冬は寒くて大変ですが屋内の作業が多く、特に雨の日などは助かっ
ています。今は自分のペースで回れるようになり、社員の皆さんや屋
外のガススタンドの方々にも親切にしていただき、とても居心地の良
い職場です。

私はこの仕事が好きなので、体が元気な限り働きたいと思っていま
す。

令和３年4月15日発行シルバーあきしま

左が田羽田会員
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桜
が
咲
き
ま
し
た
！

セ
ン
タ
ー
の
桜
が
毎
年
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
!!

接
遇
力
向
上
研
修
が
実
施
さ
れ
る

（
対
象
は
自
転
車
管
理
班
、

学
校
管
理
班
）

２
月
８
～
19
日
の
間
の
６
日
間
、
１

日
２
回
（
午
前
・
午
後
）
２
時
間
弱
、

当
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
に
お
い
て
、

事
業
部
会
主
催
に
よ
る
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

前
年
同
様
、「
ア
ッ
プ
グ
ロ
ー
ス
」
に

依
頼
し
今
回
の
講
師
は
栢
野
奈
保
美
、

唐
澤
明
佳
の
お
二
人
で
、
日
程
を
前
・

後
半
に
分
け
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
内
容
は
人
と
接
す
る
サ
ー
ビ

ス
業
の
基
本
的
な
要
素
（
言
葉
使
い
、

態
度
、
身
だ
し
な
み
等
々
）
と
、
接
客

に
お
も
て
な
し
を
プ
ラ
ス
し
て
の
接
遇

方
法
な
ど
具
体
例
を
あ
げ
た
講
義
で
し

た
。今
回
の
講
義
は
聴
講
す
る
だ
け
で
、

例
年
の
グ
ル
ー
プ
討
議
や
質
疑
応
答
は

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
年
に
一

度
は
現
状
の
再
認
識
を
し
、
基
本
的
な

接
遇
方
法
を
身
に
つ
け
、
就
業
会
員
一

人
ひ
と
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
均
質
化
と
共

有
化
す
る
た
め
に
は
必
要
な
研
修
で
あ

り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
の
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長

さ
れ
る
時
期
の
実
施
と
は
な
り
ま
し
た

が
、
防
止
対
策
に
は
公
共
施
設
の
利
用
・

使
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
順
守
し
、
さ
ら

に
独
自
に
厳
し
い
対
策
を
と
る
こ
と

で
、
予
定
ど
お
り
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
感
染
へ
の
危
険
と
不
安
を
抱
き
な

が
ら
の
参
加
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
主

旨
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寒
さ
も
遠
の
い
て
暖
か
い
日
差
し
の

中
、
入
学
式
、
入
社
式
な
ど
新
年
度
に

胸
ふ
く
ら
ま
せ
る
季
節
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
続
き

「
当
た
り
前
」
の
生
活
が
当
た
り
前
で

な
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
暮

ら
し
も
長
く
な
り
身
体
よ
り
心
が
疲
れ

て
き
た
気
が
い
た
し
ま
す
。
自
粛
生
活

の
中
、
出
か
け
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
毎
日
で
す
が
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
お
花
屋
さ
ん
の
店
先
に
並
ん

で
い
た
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
に
季
節

の
変
化
を
感
じ
る
と
共
に
心
躍
ら
せ
、

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
、「
あ
れ
も
や

り
た
い
」、「
こ
れ
も
や
り
た
い
」
と
楽

し
い
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
、
も

う
ひ
と
頑
張
り
し
て
行
き
た
い
で
す

ね
。「

春
季
号
」
も
無
事
、
皆
さ
ま
へ
お

届
け
出
来
ま
し
た
事
、
こ
れ
か
ら
も
よ

り
良
い
会
報
が
お
届
け
出
来
ま
す
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

山
本　

晴
子

就業相談の日就業相談の日就業相談の日
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
　センター事務所 2階

担当理事が相談をお受けします

令和３年春季号 シルバーあきしま

板
示
掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲
示示示示示示示示示示示
板板板板板板板板
示
掲
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あわてない　体のおとろえ　にぶる判断あわてない　体のおとろえ　にぶる判断
令令 2 年度和 テーマ：転倒事故防止

令和３年春季号 令和３年4月15日発行シルバーあきしま

新入会員募集中!!
ご紹介いただいた会員の方に粗品をプレゼント
入会者をご紹介ください。入会受付時に紹介した会員の氏名を書いて

いただきますので、必ずご記入するようにお伝えください。

植木の剪定作業

安全管理委員会による安全就業巡回点検（駐輪場）

地下道清掃作業

安全就業巡回点検公園清掃の事故現場確認

接遇力向上研修 これからシルバー応援フェスタ（あべ静江さん）


